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1.緒言

アパレル製品はカテゴリ､色､形､素材等の

違いによる商品点数が膨大であり､また､顧客
の社会帰属､自己表現欲､生理身体特性等によ

り購入に至る製品評価の個人差が大きい｡そこ

でメーカーや小売店と顧客の間を仲介し､顧客

にとって目的の商品が探しやすくまた､販売店

側も顧客の商品選択過程が把握できる､情報シ
ステムが必要である｡

本研究では個々の商品に付随する情報をカテ
ゴリ情報と感性情報に分け､アパレル商品のデ
ータベースを構築するとともに､顧客個人の感

性評価に適合する商品提案システムを開発する｡

カテゴリ情報は客観的情報であり､衣服の形､

素材､生地名､加工､色､柄､装飾､構成等で

記述される｡感性情報は社会的､個人的主観情
報でありその衣服がどんな感じを与えるかの属

性である｡これらの中間に保温性や､通気性､

重さ､衣服圧等の物理属性､それらと人間との

相互関係による感覚･生理属性があるが､現時

点では製品に付随する情報としては得られず個

別に試験が必要なため､カテゴリ情報と感性情

報による検索システムを構築する｡
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Figl 1 Example of input screen forthe store side category

data orT-shirt

2.カテゴリ検索

衣服を客観情報で記述するには素材や衣服の

設計加工情報とそれらの物理特性が必要となり
既製服では現実的でない｡そこで衣服のカテゴ

リ情報としては共通認識を仮定できる名前空間

を抽出しこれを用いる｡そのためにJIS-Lおよ

び各種服飾､素材関連事典から用語を抽出整理
した｡また､実際に顧客に提示されている衣服

情報を得るために新聞折込広告､通信販売カタ
ログから約7000点のアパレル製品情報から､対

象･用途､衣服､細部形状(袖･衿･装飾･構

成)､素材(繊維･糸)､生地(織･編･皮革)､

染色･加工､柄､色等の名称を抽出した｡これ

らの結果から同義語の統合､頻度を考慮した階

層化を行いデータ構造と入力フォームを設計し
た(Fig. 1)0

カテゴリ検索は検索フォームから選択された

検索項目に基づきSQL文を生成し､ AND,OR検索

を行い､逐次的に対象商品の絞込みを行う｡

3.感性検索

実際の衣服選択においては顧客がカテゴリ情

報を詳細に要求することはまれであり､衣服中

分類を定めたあとは商品を見て決める場合が多

'瀧
おしybれ　　　野暮ったい

SIT o回.zl

子供っぽい　　甘人っ1石化1

-･･1. 0 ･.ヱ｣

わジュアルな　フォーマルな

jl-車F二d
L■- :/ -?I.I ql_t''

ヱF o巨十字｣

二･･d

管-,はい　　ホ地場のある

三上上Fd

I軌ノけな　　　吐かそうIdl

-ご-.日.1止｣

明もい　　　　　I乱1

-2卜.巨…ドニJ

qf｣

_ _T_i

Fig･ 2 Input or Kansei measures and showing two

nearest products.
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い,.顧客の要求は感性用語でなされるものと考

え､主観的な言葉による商品検索を可能としたo

このため商品ごとにあらかじめ店舗側で感性評

価値を与えておき､顧客はそれらの評価値を入
力することにより最も近い値の商品から川副こ閲

慌できるものとしたLl

感性評価項目は以下の様に定めた､網羅的形
容語から衣服を修飾するもの約600語を抽出し､

碩義語を統合し21対の用語を候補とした0　20代

前半の男子大学生37名,女子大学生26名を被

験者とし男女別50種の衣服をSD法により評価

し､結果の主成分分析により主値に近いものを

採用し､また互いに相関の高いものをグループ

化し､男女それぞれ7および8束押)評価項目を

選定したLl　これらによりデータベースを構築し

たしこゝ　検索は以下のように行うu　カテゴリ検索に

よる商品絞込みの後､顧客は検索フォームで求

める商品の感性評価値を入力するこ,検索エンジ

ンはデータベースの中からユークリッド距離の

最も近い商品から順に提示する｡顧客は求める

商品がみつかるまで､商品の距離範囲を広げる
ことができまた､逐次入力値の補正を行うこと

ができる(Fig. 2)o
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Fig･ 3 Comparison ofor]g)nat and revised distance order

ofevaluation values between two male subjects.

4.学習と個人対応

同一の衣服に対する顧客と商店の感性評価が
等しければ上記の検索は満足行くものであろうo
Lかし､両者は一般に異なり､顧客間にも差が

あるo　シミュレーションによれば､ 50の商品の

中からターゲット商品を見つけるまでに平均5.9,

最大34の商品を閲覧しなければならない｡ Fig. 3

●は2名の男性被験者の一方の被験者の評価値に

より検索する場合の他方の被験者の評価値によ

る同一の衣服の検索順位の例であるC.

これを補正するためには顧客とデータベース

側の評価間の関係を得ておき､入力値を補正す
る必要があるo　そのためにあらかじめ複数の同
一･サンプルを両者に評価してもらう学習を行い

心

相互の関係を整合させる方法を検討したo Fig. 3

0および△は､それぞれサンプル全てについて

重回帰式(MRE)を求めると　3層バックプロパグー

ションニューラルネットワーク(BPNN)による学

習を行った場合の検索順位のシミュレーション

結果である｡ MRE,BPNN　とも学習により検索順位

の章かな工場が見られ､特にBPNNでは全ての商

品の検索順位が1位になる｡すなわち十分な学

習が可能であれば個人対応の検索が可能である
ことを示している｡

5.結論

アパレル製品を検索するシステムを提案した.｡

検索はカテゴリ情報と感性尺度値による検索を
可能とする｡検索に適したアパレル商品のカテ
ゴリ情報の統-一的フォーマットを作成した｡感

性検索は感性用語の尺度値によりなされるo　必

要な感性情報は店舗側で入力され顧客の入力情
報とのマッチングがとられる｡尺度用語の選定

と検索効率の評価のためにSD法と統計解析が行
われた.同一商品に対する顧客の感性評価と店

舗側の感性評価は一般に一一一一致しないo　これを向

上させる方法として､学習により顧客個人個人

と店舗の感性評価の相互関係を求めておく手法
を考案した｡あらかじめ同一試料について相互

に評価を行い評価間の関係を垂回帰分析および
ニューラルネットワークにより求めておき､顧

客の入力値を補正する手法を検討した｡
シミュレーションの結果､十分な学習があれ

ば検索効率が向上することがみいだされた,,し

かしながら実際の商品検索においては回数の多
い学習は顧客に負担となり､また商品点数が多

くなると非現実的になる._,

この間題を解決するため､実用システムでは､

提示商品が顧客が予測したものであるかの評価
をしてもらい､間接的に学習し､学習経過を蓄

積し､学習が一一定レベルになった段階で検索に

取り入れる方法を考えている｡すなわち利用回

数が増すごとにより徐々に顧客の評価基準に近
い検索が行えるようにする｡

今後の課題として､少ない学習および尺度変

数での学習効果を向上させるための､学習用サ
ンプルの選択手法､顧客および商品のクラスタ

分けによる学習の最適化､感性情報とカテゴリ

情報の組合せなどを検討する予定である｡さら
にデータベースの入力負担.を軽減するための商

品名からカテゴリ情報の自動抽出､衣服画像か

らカテゴリ情報の自動認識についても検討して
いる｡


